
本宿小 学校　第 6 学年

3　単元の目標
武蔵野市民科
資質・能力

A2・C１

B2・C2

A４・C3

小単元 時数

2

4

8

8

2

2

合計時数 26 時間

５ 単元の振り返り

成　果（児童・生徒の変容等） 課　題

発表会に向けて役割分
担をし、スライドを編
集して発表練習をする
ことを通して、人間関
係を形成する力を養
う。

グループごとにこれまで作成したスライドを編集する。要
点を絞り、チーム内で連携して1本の発表台本とスライドを
作成する。目的や意図に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、集めた材料を分類したり関係づ
けたりして、伝えたいことを明確にする。筋道の通った文
章となるように、文章全体の構成や展開を考える。

国語「発見、日本文化の
みりょく」

小単元
②

行政への参画意識をも
ち、自分にできること
を考える中で、よりよ
い生活を協力して築こ
うとする態度を養う。

これまでにまとめたスライドを元に、地域会議や行政への
提言をする。また、提言を実現するために、市民として自
分にできることを考え、取り組む。

地域協力者
行政機関

武蔵野市の現状につい
て、各個人で調べ学習
や取材活動をし、まと
める中で、課題を見付
ける力や情報活用能力
を養う。

郷土の文化や伝統を育てた先人の努力を知り、郷土のよさ
を大切にして、郷土を愛する心情を育てる。

道徳【Cー国や郷土を愛す
る態度】

小単元
①

武蔵野市の現状につい
て考えることを通し
て、課題を見付ける力
を養う。

社会科「わたしたちの生活と政治」の学習を元に、武蔵野
市の現状について、身の回りの生活を振り返ることや知っ
ていることを話し合う活動を通して、「まちづくり」の視
点から地域の課題を見付ける。

保護者
地域協力者

武蔵野市の現状につい
て、各個人で調べ学習
や取材活動をし、まと
める中で、情報活用能
力を養う。

地域の課題について、本やインターネットを使った調べ学
習や保護者、地域の人への取材などをして情報を収集し、
個人のスライドにまとめる。

保護者
地域協力者

同じテーマのチームを
つくり、協議をしてま
とめる中で、友達の考
えのよさを認め、地域
の課題についての理解
を深める。

友達同士で考えた課題や解決策について議論する中で理解
を深め、自分の考えをもう一度見直し、スライドを再考す
る。

○学びに向かう力・
　人間性等の涵養

・身近なことを考えることを通して、市の課題を自分事として捉え、市政への参画意識をもつ。
・「自分にできること」を考え、身近なことから取り組みを始める。

４ 単元計画

ねらい 主な学習活動・指導上の工夫 関連教科
関連団体（連絡先等）

○思考力・判断力・
　表現力等の育成

・ゲストティーチャーからの講話や行政の方の話、インターネットの情報等から、必要なものを選
択し活用する。
・市の現状に目を向ける中で、その課題や解決策を考える。
・発表会を通して、自分の考えや意見を端的に分かりやすく表現する。

武蔵野市民科指導計画・報告書 武蔵野市立

実施時期 １～３学期

１　教科等名 総合的な学習の時間

２　単元名 私が武蔵野市長

○知識・技能の習得
・社会科で学習した「まちづくり」の視点をもって地域についての調べ学習をし、課題や改善策を見付ける。
・武蔵野市のために尽力する行政や地域の方々の取り組みや思いを理解する。


